
今後は… 
 引き続き利用促進の取組と連携し、 

 継続的なＭＭによる利用転換を促す働きかけをすることで… 

 
 

更なる利用者の増加に繋げる！ 
 

今後必要と考えられること 

若桜鉄道の利用促進に向けた取組 
中央復建コンサルタンツ(株)  山室良徳    若桜鉄道(株) 山田和昭 
中央復建コンサルタンツ(株)  立川太一〇   関西大学      宇都宮浄人 
若桜鉄道運行対策室       川西美恵子   神戸大学      酒井裕規 
若桜鉄道運行対策室       矢部康樹                                     
若桜鉄道運行対策室       小椋大史  

1.本ＭＭの背景と目的 

 鳥取県の若桜町から八頭町にまたがる地方鉄道 
 国鉄民営化に伴い分離され、第三セクター若桜鉄道（株）として運行 

 
 営業収支は赤字で、平成13年以降は利用者数も減少 
 第三セクター開業当時に積み立てた運営助成基金が 
平成20年に枯渇することが明らかに 
 

 平成20年10月に若桜谷公共交通活性化総合連携計画を策定 
 平成21年3月に鉄道事業再構築実施計画を申請、同月に認定 

 
 現在、様々な利用促進に邁進中！ 
 平成28年4月から、これまでの鉄道用地・鉄道施設に加え、 
車両も両町が保有する上下分離方式として運行 
 

３．取組効果 

４．取組から得られた知見と今後の対応について 

＜対象地域・対象者の設定（平成23年度）＞ 
 ・渋滞を引き起こしている多様な交通に対処するため、 
  “複数年に掛けて”“効果が高い地域から順に”ＭＭ 
  を実施する計画（   内）を作成 
 

＜新たな取組対象の設定（平成25年度）＞ 
 ・3年間かけて行った取組を踏まえて、「対象地域を山科 
  東野交差点から遠ざけると山科東野交差点利用者を抽出 
  できない」「地域に絞った取組だけでは山科東野交差点 
  利用者を十分に抽出できていない」という課題を抽出。 
 ⇒「山科東野交差点に近い地域でのフォローアップ（FP） 
  調査」「WEBアンケート等を活用した山科東野交差点 
  を利用する個人を対象とした調査」を実施する計画 
  （   内）を作成 
 

 

クルマを控えた方が良いという意識の向上 

■国道１号西向き交通量 ■交通量と平均走行速度の関係 

【交通量と平均走行速度の関係】

※平成23年4月平日の平均値
交通量：国道１号西向き、資料：トラカンデータ（音羽）
速度 ：京都東IC→山科東野間、資料：民間プロデータ
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渋滞解消に向けた目標設定 

・取組の目標⇒朝ピークの7時台の交通量500台/時の削減 
 ・特に交通量が多い朝7時の交通量は約1,700台/時 

 ・交通量が1,200台/時を超えると急激に速度が低下しているため、 

  朝7時台で500台/時削減することで、速度低下を解消できる 

４年間の取組の全体構成 

なぜ渋滞解消に至らなかったのか？ 

問題点① 

・必要十分の対象者の抽出ができなかった 

 ⇒山科東野交差点は、広域交通が多く存在し、 

  交差点利用者を抽出することが困難であった 

問題点② 

・そもそも転換できない理由がある人が多かった 

 ⇒山科東野交差点の利用者は、どうしても車を 

  使わないといけない理由があり、たとえ渋滞 

  であってもクルマを利用する傾向にあった 

まとめ 

今回MMを実施した山科東野交差点では、MM単体での渋滞解消は現実的ではない 

⇒必要十分の対象者を抽出するには、膨大なコスト・時間がかかり非現実的である 

 ex)多くの人に調査票を配布するコスト・時間 

    対象地域毎のマップを作成するコスト・時間   等 

対応策①：ハード対策の実施検討 

・大津市・京都市間は、冒頭の背景でも整理した２つのソフト対策を確実に実施してきたも
のの、渋滞解消には至らなかった。 

⇒そのため、現状で渋滞を解消させるためには、ハード対策による交通容量の拡張をするこ
とが必要であることが明らかになった。 

対応策②：地域主体・企業主体での情報提供の継続的な実施 

・ソフト対策だけで渋滞を解消するには膨大な費用がかかる
ものの、ハード対策も膨大な費用が掛かり、すぐに着手で
きるものではない。 

・地元住民や、企業においては、安全面や環境面から自動車
の利用を減らしたい意向をもつ団体もみられた。 

⇒そのような団体に対し、容易に情報提供ができるツールを
配布し、活用を依頼することで、継続的な情報提供の仕組
みを作ることも重要である。 

クルマの利用削減量は目標値に達していない クルマの転換による環境改善等の効果はみられる 
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■4年間の取組対象の設定および取組内容 
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少しそう思う
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とてもそう思う

不明・無回答

ｎ＝3,072人

環境や健康のために、クルマの利用を控えた方が良いと思うか

とても思う
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通勤時のクルマ利用を減らしてみようと思うか

ｎ＝810人

回答者の約9割が環境や
健康のためにクルマを控
えた方が良いと回答 

自動車利用者の約7割が
通勤時のクルマ利用を減
らしてみようと回答 

目標の500台/時/片方向
には届いていない 
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平日の朝7時台の年平均
交通量は約64台/時/片方
向の減少（トラカンデータ） 

MM非対象地域 
（国道1号上五反田） 

MM対象地域 
（国道1号音羽） 

山科東野 

交差点 

観測地点 

MM非対象地域では 
交通量は増加 

⇒MMにより、MM対
象地域の交通量が減少
したと想定される 

（t-CO2/週）　　　

累計対象
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4年間の取組における 
累積のCO2削減量は

22.3t/週 

投資額に対する便益※は 
4年間で3.7と、投資額
を上回る便益を確認 

※ここでいう便益は環境改善効果、健康促進効果、交通事故削減効果の計である 
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自動車非利用者

ｎ＝899人

国道1号利用者の割合（山科区内の事業所に勤める従業員）

山科東野交差点がある山科区で
あっても、山科東野交差点の利
用者は回答者の約13%程度 

1回/日以上, 

83, 1.1%
1回/週以上, 

417, 5.6%

1回/月以上, 

856, 11.5%

1回/月未満, 

3,795, 51.1%

通過したことが

ない, 2,269, 

30.6%

1回/日以上 1回/週以上 1回/月以上 1回/月未満 通過したことがない

ｎ＝7,420人

国道1号利用回数（京都府・滋賀県に居住するWEBモニター）

WEBモニターであっても、
週に1回以上山科東野交差点
を利用する人は約7％程度 

破線部内を複数パターン作成 
⇒状況に応じた情報提供が可能 

■情報提供が
できるツール
（情報提供ト
ピック集） 
の一部 

仕事上必要 96 27.1% 転換できない

他に手段がない・
不便

43 12.1% 転換できない

公共交通のない
時間帯に出勤/帰

36 10.2% 転換できない

荷物がある 31 8.8% 転換できない

時間がかかるか
ら

27 7.6% 転換できない

職場が遠いため 18 5.1% 転換できない

車が便利 16 4.5% 転換可能性はある
公共交通利便地域での
公共交通機関の便利情
報の周知の継続

お金がかかる 14 4.0% 転換可能性はある
クルマのコスト周知の継
続

送迎に利用 11 3.1% 転換できない

身体の問題 8 2.3% 転換できない

乗り換えが難しい
/不便

7 2.0% 転換できない

通勤場所に交通
機関がないため

5 1.4% 転換できない

その他 73 20.6%

回答者数（複数回答）(人)354

働きかけの手段項目 件数 構成比
自動車利用からの
転換可能性

「仕事上必要」等、自動車以外の
手段に転換ができない理由で自動

車を利用している人が多い 

若桜鉄道の変遷 
 国鉄民営化に伴い分離され、第
三セクター若桜鉄道（株）とし
て運行 

 営業収支は赤字で、赤字補填基
金は徐々に減少 
 
 
 
 
 
 
 

 平成13年以降は利用者数も減少 
 
 
 
 
 
 
 

 赤字補填基金が平成20年に枯渇
することが明らかに 

 平成21年1月に鉄道再構築実施
計画を申請、３月に認定 

 
○若桜鉄道の概要○ 
営業開始：昭和62年  
営業キロ：19.2ｋｍ 
駅数：9駅          
車両：4両  
運行本数：10往復 
路線：単線1閉塞   

出典：鉄道事業再構築事業の概要 

データをもらえれば作ります 

その結果… 
 営業外収入が過去最高を記録し、前年度に比
べ約500万円の増収 データをもらえれば作ります 

 現状で増便ができない… 

若桜鉄道の現状 
◎鉄道事業再構築実施計画を進め、利用促進の取組を推進中…① 

◎平成27年度営業外収入は過去最高を記録…② 

△全区間が単線1閉塞で通勤通学時、イベント等の臨時列車等の
運行ダイヤが組めない 

若桜鉄道の課題のひとつ 
 域内外の交流人口の拡大を図るための、観光車両の
導入を見据えた柔軟な運行ダイヤの設定 

平日の朝7時台の年平均交通
量は約64台/時/片方向の減

少（トラカンデータ） 

具体的な取組 
 平成27年度に、運行本数が現状より1.5倍に増便した際の 
利用者への意向調査を実施 

 意向調査に併せて、利用促進を図るＭＭを実施！ 

 平成28年度は、鳥取県東部地域公共交通網形成計画・第2次
鉄道事業再構築実施計画を策定予定 

昨年度と今年度だけの簡単
な棒グラフを追加します 

イベント列車等の臨時列車の運行が可能になれ
ば、さらなる観光PRが可能に！ 

２．プロジェクトの内容 ３．効果および今後に向けて 
利用転換を促す調査票と小冊子によるワンショットＴＦＰ アンケートの結果、行動プランを書いた人の約8割がクルマか

ら公共交通に「転換できる」「多分できる」と回答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

何かグラフを貼ります 
 
 

小冊子により、健康
や環境のために自動
車利用を減らそうと
回答 

増便するのであれ
ば、料金が高くなっ
ても利用すると回答 

イベント等の 
PR活動 

行き違い施設 
整備による増便 

イベント等のPR活動 

MM 
による 
利用促進 

＋ ⇒ 
一層の 
利用者増 
に！ 

若桜鉄道とは？？ 

②平成27年度営業外収入は 

 過去最高を記録 
 

行き違い施設ができ増便
した場合、運賃が約5％
高くなっても良いという
回答が約４割 

無理, 41, 
27.7% 

多分、で

きる, 85, 
57.4% 

できる, 
16, 

10.8% 

無回答, 
6, 4.1% 

n=148人 

できる, 

3 

できる, 

16 

できる, 

19 

多分できる, 19 

多分できる, 85 

多分できる, 

104 

無理, 

13 

無理, 

41 

無理, 

54 

無回答, 

6 

無回答, 
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多分できる, 58 

多分できる, 85 
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クルマ利用を公共交通に転換できるか？ 

89人 

40人 

のべ129人 

Ｐｏｉｎｔ！ 

ワンショットＴＦＰによ
る効果と、若桜鉄道
のＰＲによるイメージ
アップとの相乗効果
から、「転換できる」
「多分できる」と回答
した人が一定数いた
と想定される 

調査対象 
・郡家駅、八頭高校前駅を除く若桜町、八頭町内に存在する7駅（若桜駅、因幡船岡
駅、隼駅、安部駅、八東駅、徳丸駅、丹比駅）の駅勢圏に居住する20代～70代の
住民のうち、2,000人（若桜町500人、八頭町1,500人）を無作為抽出 

調査方法 ・郵送による配布、回収 
調査時期 ・発送：平成28年2月12日(金) ～ 締切：平成28年2月24日(水) 
サンプル数 ・2,000票 
配布資料 ・依頼状・調査票・小冊子（クルマの環境・健康への影響についての情報提供資料） 

調査目的 
・若桜鉄道沿線地域にお住まいの人の現状の交通行動を把握すること 
・若桜鉄道への転換の可能性等について把握すること 
・若桜鉄道の活性化に向けた利用促進を図ること   等 

調査票 

Ｐｏｉｎｔ！ 
エコ通勤ポータルサイトの 
調査票を若桜鉄道版に加工 

表 調査概要 

Ｐｏｉｎｔ！ 

エコ通勤ポータルサ
イトの動機づけ冊子
をもとに作成 

小冊子 

調査票 
貼ります 
 
 

①再構築実施計画認定後… 

利用促進に向けた
取組に邁進中!! 

 SL＆DC体験運転 
 SL・DL走行イベント 
 ピンクSL 構内走行 
 隼ラッピング列車 等 

 
 

営業外収入は過去最高を記録し、燃料価格の
低下もあって前年度に比べ約500万円の増収 

ＳＬ運転体験やオリジナルグッズ作成
などによる営業外収益は、過去最高の
1,900万円（前年度の約141％） 

若桜鉄道の位置図と概要 


